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精密・電子カンパニーおよび建築・産業カンパニーの成長戦略
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精密・電子カンパニープレジデント

スケジュール
開会
セッション１／精密・電子カンパニーの中長期事業戦略について

質疑応答
セッション2 ／建築・産業カンパニーの概要と成長戦略

質疑応答
閉会



荏原グループの中期的な投資戦略
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■ E-Plan2025では、成長事業の中でも特に大きな成長が期待できる精密・電子において、生産能力の増強や先端半導体製造に向けた研究開発、

先行設備投資を積極的に展開

■ エネルギーでは、S&S拠点の能力拡充や配置の最適化を実施。新エネルギー向けに、H2コンプレッサやアンモニアキャンドモータポンプを開発し実用化

■ 建築・産業においては、製品の付加価値向上や収益性・効率性の改善を目的とした、M&Aやソリューションビジネスへの投資を展開

営業利益

設備投資

キャッシュジェネレーション
（FY23-25 3年累計*1）

キャッシュアロケーション
（FY23-25 3年累計*1）

*1 FY25は予想値

営業活動CF*2

3,150

負債活用

株主還元資産売却・圧縮等

手元資金増加

FY23-25 3年累計計画

基盤投資
850

成長投資
1,850

うち研究開発費
650

建築・産業

エネルギー

インフラ
環境

精密・電子

その他

精密・電子

建築・産業

エネルギー

インフラ
環境

その他

■ EBARAメンテナンスクラウド等の
成長投資

■ イタリアの生産拠点増強
■ ウルグアイのポンプ販売会社、ドイツ
の浸漬式ポンプ事業を買収

■ 熊本生産棟（K3）建設
■ 藤沢開発新棟（V8）建設
■ 台湾第2工場建設関連

■ 新エネルギー向け製品の開発・実用化
■ サウジアラビアにS&S拠点を設置
■ インドネシアにS&S拠点を移設・拡充
■ ヒューストンのS&S旗艦拠点の拡充

■ 水素関連
■ ERP
■ その他新規事業

*2 研究開発費控除前



2035年にありたい事業ポートフォリオのイメージ
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＜目指す姿＞
成長するグローバル市場
において
①事業規模
②収益性
③効率性
の面で盤石な3本柱の事業

グローバルビジネスセグメント

3本の柱となる事業

日本起点ビジネスセグメント

基盤事業 環境インフラ

精密・電子 建築・産業 エネルギー

環境 環境

インフラ インフラ

エネルギー
エネルギー

建築・産業

建築・産業

精密・電子

精密・電子

新規事業

FY25
9,000億円

FY35

売上収益構成比イメージ

■ 2035年にありたい事業ポートフォリオのイメージは、事業規模、収益性、効率性の面で盤石な３本の強固な柱により、

「グローバル・エクセレント・カンパニーとしてのもう一段の進化」を実現し、その時々の課題やニーズに取り組むことで、更に進化し続ける姿

■ 建築・産業は、収益性・効率性の向上を重視したM&Aの展開などにより、3本目の強固な柱に成長させる

「グローバル・エクセレント・カンパニーとしてのもう一段の進化」を実現する事業ポートフォリオ

•急激な市場成長
•半導体製造技術の
進化

•半導体関連市場
特有のボラティリティ

•人口増等によるエネルギー、
石油化学品市場成長

•脱炭素
•地政学リスクによる不安定性

•省エネ・省人化
ニーズ

•経済成長に連動
した安定性

課題先進国としての日本におけるインフラソリューション提供を中心とし、
蓄積したノウハウを、世界の必要な地域にも価値として提供する

市場の特性

当社の取り組み

•将来成長を見据えた生
産・サポート能力の増強

•半導体の進化に追随し
た、高付加価値ソリュー
ションの開発

９

１

•生産能力の増強
• エネルギートランジションに
対応した製品やソリューシ
ョン、新技術の開発

•省エネソリューショ
ン開発

• M&Aや省エネソリ
ューション開発など
よる収益性改善



免責事項

本資料に記載されている業績予想・計画ならびに将来予測は、本資料の発表日現在に

おいて入手可能な情報及び、将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料

発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。
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